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は じ め に

絵雑誌 「幼年画報」 に お ける 正 月 に 関す る記事 の 考察

　　　　　　　 〜巌谷小 波の 作 晶 にみ る陰 陽 五 行思 想を中心 に 〜

　　　　　　　　　　　　　　　　福島　右子

　　　　　　　　　　　　　　 （聖和大学大学院）

前回の 発表 で 述べ た よ うに 、1906（明治39＞年創刊 の

月刊 カ ラ
ー絵 雑誌 r幼年画 報」 は、実 際の 保育 に も用

い られ て い た。そ して 創刊 よ り3年 間 の 歴 史的 人 物記

事 の 考察 に よ り、次の 特徴が 浮 ヒした。 1）当時 の 幼

稚 園保育談話材料 （歴 史譚） と1司傾向に あ る こ と 。

2）武 人 ・皇 室 が多く、 第 1期国定教科書 と比 較 して

偏向的傾向 が ある こ と
。　3）武人 の 中 で も 「忠義」 を

テ
ー

マ に した題材が頻繁に登場するこ と 。 こ の よ うに、

日露 戦 争後 とい う時代思 潮 に影響 を受け、天 皇 中 心 の

ナ シ ョ ナ リズ ム に沿っ た 人物が 誌面 で 強 調 さ れ た わ け

で ある 。

　今回 の研 究 に お い て は、発行部数平常6万部、新年号

は 12万部と絵雑誌の 王 座を占め た事に着目 し 、 通常の

2 倍 の 子ど もの 手 に渡 っ たと推測 で きる新年号 の 内容

分析を試み た 。 新年号＝正 月記事 と イメ
ージ しや すい

が、 「幼年画報」 も例外で は な く、正 月色 で彩られ て

い る 。 で は、当時の 正月記事内容は具体的 に如何なる

もの で あっ た の か 。 特 に 巌谷小波中心の 絵雑誌 で あ る

だけ に
b
、彼の 作品 を中心 に 内容考察 して い る 。

「幼年画報 」 に おける正月関係記事 の 分析

　 「幼年画報」の 各 1 号（1月刊行） に つ い て 、現在確

認 で きる第 30巻 まで の 正 月 に 関わ る記事 を項目毎 に 分

類す る と、1．十二 支 に 関係する もの　 2．た こ あげ　3．

はねつ き　 の 順 に 多 く挙げられ、続 い て 門松、日の 丸

国旗、初 日の 出、カ ル タ、双六 とな っ た 。 に の 項 目の

詳細は発表 に て 掲示。）

小波 は、正 月の 遊 び に 対 して 奨励 し、快活 に遊 ぶ こ

とを提唱 して い る た め
2）、た こ あげなど遊びの 項 日が

多い 。しか し、そ れ らの 遊 び よ りも、 1『二 支 に 関す る

もの の 方が頻繁 に登場す る こ とは ひ とつ の特徴 と思 わ

れ る 。 そ こ で、十 1支 に つ い て の 考察を深めたい 。

小波 は 「幼年画報」創刊 と同時 に 「家 と女」 も出版

して い る。そ の 文中 で こ う述 べ て い る 。 　「今年 に 於い

て 今 回の 事 ある の は 盖 し偶然ならぬ こ と だ 。 見給 え今

年 は甲辰 の歳 で あ る 。 」
3）
　 今回の 事とは、日露戦

争 の 勝利 で ある。こ こ で 彼 は、甲 辰 が 如 何 に 戦争 に縁

が あ るの かを説明し、勝利は干支 に よ っ て 既 に わか っ

て い た こ とだ と断言 して い る こ とは 興味深 い 。当た り

前 の 事 と して 十 支の 性向 に よ っ て 戦 争状 況 を解釈 して

い る の で ある。こ の 時代 に 丁支 の 法則を言及する とい

うこ とは、彼が、一
般 の 入々 に 比べ て 多 くの 理解 を持っ

て い た為 で ある と考えら れ る
｛）
　
。

　そ こ で次 に 、　「幼年画報」各巻 に沿 っ て 、十二 支 の

登場す る割合を検討す る 。 なお、欠号の た め未確認の

巻があるが、後に確認で きた 際に は 加える こ とに し 、

今回は 十二 支が二 廻りす る第 24巻 ま で を掲載す る 。

衷1　 i幼年 画報 」各巻第 1号 に登場す る 十二 支 の 割合

巻尋 十 二 支 AB 巻号 十二 支 AB

1 午 236 ．114 未 519 ，4
2 未 533 ．315 中 619 ．4
3 中 536 ．116 酉 941 、7
4 酉 533 ．317 戌 727 ．8
5 戌 836 ．1 工8 亥 12 ．8
8 丑 847 ．219 子 316 ．7
9 寅 638 ．920 丑 28 ．3
10 卯 438 ，921 寅 527 ．8
11 辰 422 ．222 卯 725 、o
12 巳 o 023 辰 111 ユ

13 午 1369 ．424 巳 25 ．5

号はすべ で 第 】号 （新年 写）

A ：各細 目に対 して各支が 登 場する 回数

B ：全頁 に対 して各支が 登 場 する割合

　 （頁単位の 割合 の ため 、頃 に 複数の 支が登場 する 場合 は、それ を

　 纏めて 1真分 と考 えて い る。単位 1 ％）

考察

　表 1 を み る と、 1918 （大 正7）年刊行 の第］3巻第1号

に登場する 午、つ まり馬の 割合が極め て高 い こ とがわ

か る 。

小波 の r午年」や 「馬」へ の 興味 とい えば、．．・
時期

は異常な ほ どで あっ た 。 彼は、自らの 馬 の コ レ ク シ ョ

ン の ため 1：’f一里閣を建設 し、 「千里閣千馬会勧進の 辞」

と して 次 の よ うな手紙を友人知己 に送 っ た。　「〜さて

私事明治三 年午歳に 生 ま れ、此大正 七 年 を 以 て 、四度

目の 午歳 を 迎 へ る事 に な り ま した 。 是 よ り先 私 は、 卜

人 もあ っ た 兄 弟の 申 に、一
人 も午 仲 間 は あ りま せ んの

に、同 じ午歳 に 生 まれ 合 わせ た祖母 と父 を持 つ て 屏 り

ま した所 、其祖 母 に は明 治 二 十 四 年 に 別れ 、父 に は珂

三 十八 年 に逝 か れ ま して か ら 、 只
一

頭 取 り残 され た 心

細 さ に、次 の ＝ 十九年が 恰 も午歳 に 当 た りま した を幸

ひ、馬の 玩具 の 採集を創 め ました 。
〜」

5）

従来 か らの 蒐 集 癖 に よ り、丁 度 「幼年画報」創刊 の

年か ら馬に 関する もの を集め始め 、そ れ は玩具 だ けで

なく諸種 に渡 り、1000点以上の コ レ ク シ ョ ン とな っ た

の で ある 。 よ っ て 、大正 7年 （午歳） に刊行 した 「幼

年画報」第ユ3巻第 1号 の 馬の 頻度が、他年 の 十二 支の
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登場頻度 よ り高 い こ とは、小波自身の 馬 に対す る思 い

入 れ の 強 さの 影響だ と説開で きる 。 な お 、創刊号 の 割

合 は少ない が、馬蒐集を始 め たばか りで 、1月1口 に創

刊号 を発行 した 時点で は 、まだ さ ほ ど馬 に執 着 して い

なか っ た か らで は な い か 。 こ の 他 に も小波 は、午歳男

の 会で あ る明 三 会 に人会 して い た り、1918｛大 正7｝年午

年 に 「
一
卜二 支画 帖午の 巻 」 な ど、馬 に 関 す る もの を 出

版 して い る こ と も特徴的で ある
。

　第3巻 第 工辱
．
に は 「三 匹猿」が 掲載 さ れ た 。 小波 の 作

品で ある。こ こ で は庚申信仰の 上 台が用 い られて い る 。

　庚 申信仰 と は 中国 の 道教 に ル ーツ を持 ち 、 主 に農業

地 帯 にお い て 講組織 に よ り形成される もの で ある。 そ

の 内容 は 、人間 の 中 の 三 尸 の 虫 が 6〔〕口に 1度 天 に 上 っ

て 人 の 悪 を神 々 に 告げる とい う謂 れ に よ り、60 日 に 1

度寝 な い で 夜を明か す行事で 、その た め 見ざる、言 わ

ざる 、聞か ざる とい う言 葉 が 出 て くる 。 本尊 と して 打

む 神が、神道で は猿 田彦とされ る こ とか ら 、 猿が その

象徴 として 受け人れ られた わけで ある 。

　第19巻第 1号 の 中 で 、小 波 は 「キ ノ エ ノ　 コ ヅチ 」

を発表 した 。 こ の 年 は子 年なの で 、鼠が 卞 役で 、内容

は 、 白鼠 の チ ョ ウス ケが大黒様か らお 年玉 と して 小 槌

をもら う、とい う筋に な っ て い る。白鼠 チ ョ ウス ケ は、

大黒 に 「ドウゾ　コ トシ モ 　ア ヒ カ ハ ラ ズ　 ゴ ヒ イ キ

ヲ 　オ ネガ ヒ 　マ ヲ シ マ ス 」と言 う。白鼠 は別名大黒

鼠 と もい わ れ る こ と は一一般 化 され て い る が 、単に その

名の ゆえ に 「ゴ ビ イキ」に して も らっ て い るの で は な

く、こ こ に 陰陽五 行思想が意図 さ れ て い る の で あ る。

　大黒 の祭 りは本 来 「了祭 」 と 言レ丶 子月子 日、後 に

は 年6回 の 甲 子 に行 わ れ る よ うに な り、　「大黒様 の 祭

日が 『子 日』、しか も1番槊 ま しい の が 子 月 子 日子刻

とい うこ と にな り、大黒様 とは 『子』に よ っ て 象徴さ

れ る 太極の 神 霊 化 と い うこ と」
6｝
　 の た め 、　「了

・
」が

重視され て い る
。 また 、 大黒 が 「ナニ モ カ モ 　ア タラ

シ ク　ナ ツ タ　ホ ン トウ ノ 　シ ン ネ ン 　ダ カ ラ 」 と言

う場面が あるが、わ ざわざ新年をこ の よ うに表 現 す る

の は 「子」が 十 ＝一支の 最初 だか らで あろ う。
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「幼年面 報」 第 19巻 第 τ号 　キ ノエ ノ　 コ ヅチ

1

この 他、小波は 「黒と白が 仲良 くなっ て、め で た し」

とい う趣 の 作品も掲載 して い る。　（第 2L22 巻各1 号）

こ れ は、対極の もの を合わ せ る こ とに よ っ て バ ラ ン ス

を保 つ とい う、陰 陽 五 行 説 の 法 則 を用 い て い る と考 え

られ る。

結語 に かえて

巖谷小波は、Il才で 監谷青山の 塾 へ 、15才 の 時は川

田甕江の 塾 に父 の 薦 め で 入 塾 し、 漢学 を学 び、元 藩医

父修 の 死後、彼が父の 五行 の稀古本 を見つ けたエ ピ ソ
ー

ドもある が、祖父、父 親共藩医で あ り、漢方 に詳 しい

家庭
7｝

で あ っ た こ となど、 陰陽 五 行思想の i吐界観は小

波 に 自然 と継承された 。 そ して それは小波中心 で あ る

「幼年面報」 に も反映 し、小波 は 読者で あ る 子 ど も達

に その 世界観を継承す る こ とになる 。

　継承が文化 を育む こ と に なる わけ だが、果た して保

育者 は それを無批判 で 「文化 だか ら」 とい う理由の み

で受け入 れ て よい の だ ろうか 。

　現 在、陰陽 五行 思 想 を 意識 して 生 活 して い る 日本 人

は ご くわずかに過 ぎない 。しか し、日本の 風習や ち ょ っ

と した生 活習慣の 中で 、こ の 法則が 用 い られ て い る こ

とが極 め て 多い の で あ る
fi）

。 当 た り前 とみ な され る 習

慣 の 起 源 を知 り、歴 史の 中 で 風 習 化 して 無意識 に継 承

さ れ て い く文化 を再度検討す る こ とに よ っ て 、了
一ど も

に何 をつ た え、何 をつ た え ない べ きか 考 察 す る必 要 が

ある の で は ない か。

　そ して 多か れ少 な か れ 子 ど もの た め の 読 み 物 も、風

習 の 継 承 の 手助 け とな っ て い る と思 わ れ る 。 そ こ で 過

去の 検 証 が 重要 と な る 。 今回 の 研究 に お い て は、小波

の 個 人 的趣味 と
、 陰陽五 行説の 法則 （彼自身が意図 し

て い た か否か は推測 の 域 で あ る）が、い か に 「幼年画

報」の 誌面に反映 され たか を確認す る こ とが で きたが、

発表にお い て 、 よ り詳細 を述べ た い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 註
1
鳥越信 他〔1993 ）月刊絵雑誌 ［幼 年1tl「報 「〔1〕　一解題 と細 匚一．

　聖和大学 　を参照 され たい 、
a

罐谷小波｛1906 ）「家 と女」隆文館　p1 蕗 参照 さ号
「
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き．
巌 答小

’va．（1906 ）［家と女」隆文 館 　L、3E より抜粋
，
厳密な意味で 干 支 と寸

’、支 は1燗 して考えな けれ ば ならtSV・が、険陽

　了［行 の 法則に 従 っ て い る 点で 同 しで ある ．、しか L．．明治期に こ の 法

則 許使 用す る こ とは 否定 され てい た t．
□
巖谷天 四U9 川 波の あ ほ 世音 燕朝社 砧 32よ り抜粋，

粘 野 絡子 C199・1］　1十
．
支」人文書院 P35 か ら引用．’

漢方だ けで な 気 蘭 方、西 洋医学 などに も精 通 し、宗教的に は　貫

　した もの は 博たなか っ たが、常に 信仰対象 は存在 した．、
y．
吉野裕 ／

・
C19SR〕「陰陽土 行 と 日本 の民 俗」八 文書

・
院 ！ 永出久“9．SV｝

1乍 中行事 を科学 する」 口本 鐸 済新聞杜，などを参蒲 さ乳 た v・．．
　 　 　 　 　 　 　 　 主な 參考文献

巌谷小波 〔1943 冫 「桃太郎主豸菱の 新 致育 1 文イ樽 双 魚房

　 〃　　 （191．S）　レト波身上噺」宝学館書店

　 〃 　　 （191f，） 「冖と耳 と「「」耕 文祉
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